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Abstract
 
The purpose of this preliminary study was to investigate the relationship
 
between daily food intake and various allergic diseases; i.e., atopic dermatitis,
bronchial asthma,allergic rhinitis and so on,among young students of the women’s
 
university. Food intake was examined using a food frequency questionnaire and the
 
presence of allergic diseases was ascertained by self-statement.
The results clearly showed that the amounts of all kinds of vegetables and of oil
 
and fats ingested by the students with allergic diseases were less than those by
 
students without allergic diseases. These observations suggest that certain cor-
relations may exist between the amount of vegetables ingested and the occurrence
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年齢(歳) 19.7±1.28 19.6±1.10 19.8±1.37
身長(cm) 159.6±5.74 159.8±6.14 159.5±5.55
体重(kg) 53.5±8.09 53.6±8.07 53.5±8.19





































































































エネルギー（kcal） 1843±548 1739±536 1904±551 0.087
たんぱく質（g） 62.1±19.0 59.8±20.2 63.4±18.3 0.209
脂質（g） 66.3±26.3 60.7±25.5 69.6±24.8 0.045?
炭水化物（g） 240.9±68.7 230.1±63.1 247.4±71.6 0.240
カルシウム（mg） 533.7±216.0 497.4±211.6 555.2±217.6 0.306
鉄（mg） 6.7±2.5 6.4±2.4 6.9±2.6 0.466
葉酸（μg） 231.4±107.7 208.6±85.0 244.9±117.9 0.117
ビタミンＣ（mg） 79.9±57.9 71.9±41.9 84.6±65.5 0.432
食物繊維（g） 11.5±5.2 10.5±4.1 12.0±5.7 0.142
食塩（g） 8.4±3.4 8.2±3.7 8.6±3.4 0.601
たんぱく質エネルギー比（P比) 13.4 13.5 13.5 n.s.
脂質エネルギー比（F比) 32.3 30.4 32.5 n.s.










１．穀類 350.2±75.2 347.5±86.9 351.7±68.1 0.589
２．いも及びでん粉類 44.2±36.7 39.3±33.9 47.2±38.3 0.275
３．砂糖及び甘味類 6.3±5.5 5.7±4.3 6.6±6.1 0.526
４．豆類 49.1±36.0 47.4±38.2 50.1±34.9 0.511
５．種実類 0.9±1.8 0.6±1.1 1.0±2.1 0.425
６．野菜類 169.7±111.0 134.3±71.3 185.4±96.3 0.010??
７．緑黄色野菜類 67.0±54.7 45.2±25.3 72.6±39.6 0.001???
８．その他の野菜・きのこ類 102.7±66.6 88.9±54.8 112.9±66.4 0.073
９．果実類 76.4±113.8 73.6±72.5 78.0±133.0 0.427
10．藻類 2.5±2.4 2.3±2.0 2.6±2.6 0.909
11．魚介類 47.8±36.2 47.8±37.8 47.7±35.6 0.936
12．肉類 81.0±36.8 76.5±42.0 83.7±33.6 0.156
13．卵類 33.3±17.5 33.6±17.0 33.3±18.0 0.678
14．乳・乳製品類 162.7±103.6 142.5±100.6 174.7±104.3 0.218
15．油脂類 14.6±9.1 12.3±8.9 16.0±8.9 0.019?
16．調味料類 27.7±15.9 27.9±15.9 27.6±16.1 0.883
17．菓子類 79.4±65.4 75.1±65.1 81.9±66.1 0.526
18．嗜好飲料類 78.6±96.5 66.3±100.0 85.9±94.5 0.221
?；p＜0.05 ??；p＜0.01 ???；p＜0.001
― ―22
菜はビタミン、ミネラルや食物繊維の供給源だけ
ではなく、低エネルギー食品であることから、毎
日の食事に上手に取り入れることで、適正なエネ
ルギー摂取量、脂肪摂取量が期待できる。さらに
はPFC比率が15：25：60に近づき、バランスの
取れた食生活に改善されるものと考えられる。若
年女性の食生活に関する問題点としてやせ、アン
バランスな食事摂取やビタミン、ミネラルなどの
微量栄養素の不足は、疲労という自覚症状との関
連が報告されている???。これらの問題点を早期に
改善していくことは、将来、子どもを産み育て、
家庭内での食事作りの中心的な担い手となるであ
ろう女性にとって重要である。さらに対象者は、
将来、栄養士・管理栄養士として食生活や健康づ
くりに関する専門的な知識を有し、食育を推進し
ていく重要な役割を担っていく者であり、対象者
自身がより良い食習慣、食行動を身につけること
が重要であると考えられる。
本研究では、女子大生の食事摂取状況を把握し、
その食事の内容とアレルギーとの関連をみるため
に調査を行なったところ、アレルギーの有無と野
菜、油脂類の摂取量との間に有意な差がみられた。
特に緑黄色野菜については、免疫バランスに影響
を与えている可能性が示唆されるため、今後さら
に野菜に含まれている成分の免疫バランス制御因
子を探索し、詳しい分析をする必要があると考え
る。また、今回は女子大生を対象に食事摂取状況
とアレルギーとの関連について調査を行なったが、
若年女性のみならず対象年齢を広げ、また性別に
よる差異があるのかどうかについても、明らかに
していく必要があるものと考える。
４．要約
本研究は、栄養の偏り等食生活上の問題点を把
握することを目的として女子大生を対象とする食
事調査を行い、食物の種類とアレルギーとの関連
について検討した。
エネルギー摂取量は、平成20年国民健康・栄養
調査結果で同じ年代の女性に比べて多く、エネル
ギー摂取量に対する脂質エネルギー比では、上限
である30％を超えていた。野菜類の摂取量は
169.7g、そのうち緑黄色野菜の摂取量は67.0g
であり、「健康日本21」に掲げられている１日350
g以上の目標値に達していなかった。また緑黄色
野菜の摂取量とアレルギー疾患の有無との関連が
顕著であり、アレルギーの既往歴のある者の緑黄
色野菜の摂取量が有意に低値であった。野菜はビ
タミン、ミネラルや食物繊維の供給源だけではな
く、低エネルギー食品であることから、毎日の食
事に上手に取り入れることで、適正なエネルギー
摂取量、脂質の摂取量が期待できるものと考える。
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